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【評価コメント】 

iPS細胞由来の複合型腸管オルガノイドの作出に成功し、この複合型腸管オルガノイドの移植技

術と評価法を確立し、複合型腸管グラフから単一管腔を維持した成熟組織構築に世界で初めて成

功した点は高く評価できる。本研究成果を国際誌で論文化し、特許を出願している。血管内皮細

胞・腸神経細胞の融合条件の確立および管腔状腸管オルガノイドのスケールアップ技術開発につ

いては、更なる検討が望まれる。生体腸管との同等性の追求については、国際競争をさらに意識

して、治療効果を発揮するために最小限求められる条件を整理して、患者さんに早く治療法を届

けることを目指すと同時に、さらなる技術開発の改善に挑戦していくことが期待される。

 


